
令和３年度 天神川減災対策協議会における主な取組状況

■ソフト対策
１．多機関連携型タイムラインの運⽤
２. 洪⽔ハザードマップの更新
３．まるごとまちごとハザードマップ実施
４．要配慮者利⽤施設の避難確保計画の作成の促進・避難訓練の実施
５．マイ・タイムラインの作成⽀援

■ハード対策
６．浸透対策、パイピング対策、流下能⼒対策の実施
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１. 多機関連携型タイムラインの運用
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天神川⽔害タイムライン検討会では、浸⽔被害が発⽣するような出⽔があったことから、６⽉の顔合わせに加え、１２⽉にタ
イムラインの振り返り、３⽉の振り返りを踏まえたタイムラインの⾒直し（案）の確認の３回の検討会を実施した。

具体的には、令和３年度の運⽤後のアンケート調査を踏まえ、①タイムライン詳細版、②タイムライン総括版の⾒直し、
③運⽤⽀援システムの改良を実施した。

実際の出⽔での運⽤

令和3年
6⽉1⽇

第６回検討会（令和３年第１回検討会）
□顔合わせ、タイムライン修正版を踏まえた読み
合わせ 等

令和3年
12⽉7⽇

第７回検討会（令和３年第２回検討会）
□タイムライン振り返りアンケート結果 等

令和4年
3⽉

（書⾯）
第８回検討会（令和３年第３回検討会）
□タイムライン⾒直し（案）の確認

令和３年第２回タイムライン検討会の様⼦（Web会議併⽤）

【関係機関の主な意⾒】
• 関係機関の要望を踏まえた運⽤⽀援システムにおけるタイムラインレベルの表⽰
は、各種対応のため更新の遅れの可能性を許容していただくことを前提になるが
来年の出⽔期から試⾏的な運⽤を検討したいと考えている。

• 運⽤⽀援システムの情報もいつ更新されたものかという時間表⽰があれば、関係
機関もいつ時点の情報か参考にしやすいのではないかと思う。
→ご意⾒の通りで、何時時点の情報か明記することで誤解も⽣じにくくなるため、
情報の発表時間の表⽰⽅法について検討する。

令和３年７⽉出⽔（梅⾬前線）



１. 多機関連携型タイムラインの運用
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地域防災計画や災害対応マニュアル等の更新（時点更新）に伴いタイムライン詳細版・総括版に反映すべき箇所を修正し
た。
【修正内容】
・レベル３︓ 避難準備・⾼齢者等避難開始 ⇒ ⾼齢者等避難、 ・レベル４︓ 避難勧告、避難指⽰（緊急） ⇒ 避難指⽰
・レベル５︓ 緊急安全確保の発令 ⇒ 追加

現在の「レベル移⾏基準の⽔位や気象警報を随時取得し、着⾊により通知する機能」に加え、メール配信に合わせて、現在
のタイムラインレベル情報を表⽰する仕組みに改良する（改良中）。

①

②

③

➎住民への注意喚起 ➎住民への注意喚起 ➎住民への注意喚起 ➎住民への注意喚起
➎避難支援・誘導の実施 ➎避難支援・誘導の実施 ➎避難支援・誘導の実施 ➎避難支援・誘導の実施

三朝町 湯梨浜町 北栄町倉吉市
➎ 避難準備・高齢者等避難 開
 始の発令・伝達、県への報告

➎ 避難準備・高齢者等避難 開
 始の発令・伝達、県への報告

➎ 避難準備・高齢者等避難 開
 始の発令・伝達、県への報告

➎ 避難準備・高齢者等避難 開
 始の発令・伝達、県への報告

①

 ➎避難勧告の発令、県へ報告  ➎避難勧告の発令、県へ報告  ➎避難勧告の発令、県へ報告  ➎避難勧告の発令、県へ報告

➎被災者救援活動の協議 ➎被災者救援活動の協議 ➎被災者救援活動の協議 ➎被災者救援活動の協議
➏避難所運営 ➏避難所運営 ➏避難所運営 ➏避難所運営
➓要配慮者施設への連絡 ➓要配慮者施設への連絡 ➓要配慮者施設への連絡 ➓要配慮者施設への連絡

三朝町 湯梨浜町 北栄町倉吉市

➎避難指示 （緊急）の発令、県
へ報告

➎避難指示 （緊急）の発令、県
へ報告

➎避難指示 （緊急）の発令、県
へ報告

➎避難指示 （緊急）の発令、県
へ報告

②

➎緊急安全確保の発令 ➎緊急安全確保の発令 ➎緊急安全確保の発令 ➎緊急安全確保の発令

➏避難所運営 ➏避難所運営 ➏避難所運営 ➏避難所運営
➓要配慮者施設への連絡 ➓要配慮者施設への連絡 ➓要配慮者施設への連絡 ➓要配慮者施設への連絡

三朝町 湯梨浜町 北栄町倉吉市

➎指定避難所の開設・収容保
護（自衛隊等の応援要請）

➎指定避難所の開設・収容保
護（自衛隊等の応援要請）

➎指定避難所の開設・収容保
護（自衛隊等の応援要請）

➎指定避難所の開設・収容保
護（自衛隊等の応援要請）

③

タイムライン総括版 運用支援システムの更新

避難準備・⾼齢者等避難開始 ⇒ ⾼齢者等避難

避難勧告、避難指⽰（緊急） ⇒ 避難指⽰

緊急安全確保の発令 ⇒ 追加

現在の「レベル移⾏基準の⽔
位や気象警報を随時取得し、
着⾊により通知する機能」に
加え、メール配信に合わせて、
現在のタイムラインレベル情報
を表⽰する仕組みに改良中。



２．洪水ハザードマップの更新
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湯梨浜町では、令和3年5⽉に災害対策基本法が改正され、避難情報等が変更になったことから、これらに
対応した内容に改訂し、想定最⼤規模のハザードマップを令和3年11⽉に全⼾配布を実施した。



３．まるごとまちごとハザードマップの実施
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ハザードマップに記載されている浸⽔深や避難所等の情報を、標識として「まちなか」に表⽰することに
より、住⺠の防災への意識を⾼めるとともに、浸⽔深等の知識の普及を図り、発災時には安全かつスムー
ズな避難⾏動につなげることを⽬的に、倉吉市では、まるごとまちごとハザードマップを実施している。

令和３年度には、市内の⼩中学校１３箇所にまるごとまちごとハザードマップの標識を設置した。

⑩倉吉市立高城小学校

出典：倉吉市HP



「大規模氾濫減災協議会」の運用について（平成29年6月19日）【抜粋】
７．協議会での取組事項

（１）①－１カ 要配慮者利用施設等における避難確保計画の作成・訓練に対する支援
・洪水浸水想定区域内における要配慮者利用施設及び地下街等の立地状況を確認するとともに、

市町村地域防災計画に定められた要配慮者利用施設の避難確保計画及 び地下街等の避難
確保浸水防止計画の作成状況、訓練の実施状況を確認する。

・避難確保計画の作成状況や訓練の実施状況を踏まえ、それぞれの取組を促すための支援策に
ついて検討調整する。また、施設職員だけで対応することが難しい場合の地域の支援体制につ
いて検討・調整する。

４．要配慮者利用施設の避難確保計画作成・訓練実施の促進

 令和元年度より、2021年（令和3年）度までに要配慮者利⽤施設の避難確保計画作成及び訓練
実施を完了するため 取組を加速している。

 各市町の要配慮者利⽤施設における避難確保計画の作成状況も上がっている。
 今後は、避難確保計画の作成に加え、訓練実施の⽀援も促進する必要がある。

対象施設数
避難確保計画

作成済み施設数

倉吉市※1 173 164

三朝町※2 5 5

湯梨浜町※2 32 32

北栄町※1 34 18

避難確保計画の作成状況

5
※1：市町への調査（R4.3～4）の結果より
※2：令和4年3月31日時点調査結果より

訓練実施済の
施設数

倉吉市※2 109

三朝町※2 0

湯梨浜町※2 32

北栄町※2 0

避難確保計画に基づく訓練の実施状況



５．マイ・タイムラインの作成支援
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倉吉河川国道事務所では、地元⼩学校を対象に、川の防災や環境教育を継続的に実施しており、令和3年6
⽉11⽇には、倉吉市⽴河北⼩学校４年⽣を対象に「天神川を守る取り組み」について説明した。

当⽇は天神川の特徴や浸⽔想定区域、「マイ・タイムライン」作成のためのポイントを説明し、⽣徒から
は河北⼩学校が３ｍ浸⽔するとの説明に驚きの声があった。

マイ・タイムラインの説明状況

【開催場所】河北⼩学校
【参加者】 河北⼩学校4年⽣ 約60名

【実施⽇】 令和3年6⽉11⽇(⾦)
10:35〜11:20



６．浸透対策、パイピング対策、流下能力対策の実施

7

事業個所

対策箇所

新
天
神
橋

国
道
９
号
線

倉吉市

湯梨浜町

北栄町

天神川では氾濫による危険性が特に⾼い区間において、洪⽔を安全に流下
させるために必要な樹⽊伐採・河道掘削等を実施しており、令和3年度は、
天神川⼩⽥橋付近において、樹⽊伐採・河道掘削等を実施した。

対策前 対策後



６．浸透対策、パイピング対策、流下能力対策の実施
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倉吉市⽶積・下福⽥地先では、昭和３４年９⽉に発⽣した戦後最⼤の洪⽔が再び発⽣した場合に、周辺地
域の浸⽔被害の防⽌を図るために、河道掘削および才ヶ崎堰の改築を実施した。

• 天神川流域では、令和3年7月7
日からの大雨により、24時間雨
量が198mm/24hrに達し（小田上
流域平均雨量）、福光水位観測
所（鳥取県倉吉市）では、避難判
断水位を超過。

• 国府川では、米積地区の改修の
実施（河床掘削、才ヶ崎堰改築）
により、6k400地点（米積地区）で
は、以下の効果を発揮した。

①約1.1mの水位低減により堤防
決壊の恐れを回避

②約140億円の被害軽減効果

計画高水位T.P.37.41m

【国府川6k400横断図】

①1.1mの水位低減

河川改修を実施しなかった場合の水位T.P37.76m

河川改修実施後の水位T.P36.68m 約1.1m
水位低減

②約140億円の被害軽減効果

一般想定被害額
139億円

近年の河床掘削や堰改築により、氾濫した場合に想定される浸水被害(想定被害額約139億
円)の発生を防止。

整備費
約14億円

外水による
被害額0円

(外水氾濫なし)

堰改築
（才ヶ崎堰）

国府川

倉吉市

番田橋

河床掘削

事業前（Ｈ２７）

6.4k

事業後（Ｒ３） 番田橋

河床掘削

堰改築
（才ヶ崎堰）

6.6k

国府川

倉吉市



６．浸透対策、パイピング対策、流下能力対策の実施
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標準断面

堤防盛土・護岸

三朝町牧地先では、昭和３４年９⽉に発⽣した戦後最⼤の洪⽔に対し、
流下能⼒が不⾜しており、浸⽔区域内には兵庫県と⿃取県湯梨浜町を
結ぶ国道179号が位置するなど氾濫発⽣時には交通途絶の恐れがあるた
め、周辺地域の浸⽔被害の防⽌を図るために、築堤を実施した。

桜づつみ
中の島公園

牧ふれあい
交流館

牧ふれあい
交流館

湯谷公民館

湯谷公民館

天神川

桜づつみ
中の島公園

天神川

牧地区の築堤

整備前 整備後


